
 

 

 

サ
シ
バ
保
護
月
間
（十
月
一
日

～
十
月
三
十
一
日
）の
取
り
組
み

に
伊
良
部
高
校
も
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
が
最
後
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
「合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発

式
」（十
月
七
日
）に
参
加
し
、
続

け
て
、
「サ
シ
バ
観
測
」（十
月
九

日
）に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

「サ
シ
バ
」と
い
え
ば
、
宮
古
島
の

秋
の
風
物
詩
。
特
に
、
こ
こ
伊
良
部

島
に
お
い
て
は
、
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
サ
シ
バ
の
保
護
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
度
、
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
の
折
、
本
校
上
空
に

「鷹
柱
、
ト
ル
ネ
ー
ド
」が
発
生
し

ま
し
た
。
幼
少
の
頃
の
記
憶
の
中
に

あ
る
「
鷹
柱
」と
の
「
遭
遇
」「
再
会
」

に
心
が
躍
り
、
感
激
！
「
伊
良
部

島
な
ら
で
は
の
光
景
」を
ま
た
一
つ

体
験
し
、
心
に
刻
み
ま
し
た
。 

 

「サ
シ
バ
の
渡
り
」だ
け
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
生
活
の

中
に
当
た
り
前
に
あ
り
、
「伊
良
部

島
な
ら
で
は
」
で
は
な
い
「
島
な
ら

で
は
の
特
別
」が
沢
山
あ
り
ま
す
。

「地
球
体
感
、
宇
宙
体
感
」
が
で
き

る
伊
良
部
島
で
、
多
く
の
野
生
動

物
・植
物
と
こ
の
地

上

に
生

き

る
「仲

間
」と
し
て
育
っ
た
こ

と
を
ど
う
か
、
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
。 校
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本校にある石碑の紹介第２弾です。「校歌」「愛・信（開校

記念）」そして「青春の森」。学校の敷地の中に公園かと見

紛われる「青春の森」があるのも本校ならではの緑豊かな恵

まれた環境といえますね。多様な野鳥も訪れています。 

伊良部高校を散策してみると！ 

撮影日：令和２年５月～ 寄合先生撮影 

 １２月主な行事予定！ 

○12月１日：全体集会 

○12月３日：情報処理検定 

○12月10日：学校評議員授業参観 

○12月15日：40分授業 

○12月16日：ビブリオバトル 

○12月25日：2学期終業式 

○12月26日～：冬期休業 

○12月28日：仕事納め 

 日めくりカレンダーが随分と

薄っぺらになり、新型コロナ対応

に多くのエネルギーを費やした

2020年もいよいよ残すところあと

わずかとなりました。新年度に立

てた今年の目標は達成されていま

すか？あと一月、時間はあるぞ！ 

 

沖
縄
県
立
伊
良
部
高
等
学
校 

令和２年度 

第５号 

自
主 

誠
実 

創
造 

サ
シ
バ
保
護
月
間
の
取

り
組
み
に
参
加
！ 

令
和
２
年
度

防
災
避
難
訓
練

及
び
消
火
訓
練
実
施
！ 

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座 

今
年
度
も
「紺
碧
」で
実
施
！ 

 

十
一
月
十
三
日
（
金
曜
日
）
、
社
会
人
、
職
業
人
と
し

て
の
基
本
的
な
資
質
・
能
力
の 

涵
養
を
図
る
た
め
に
毎
年
実
施 

し
て
い
る
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー 

講
座
」
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
実 

施
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
「 

紺
碧
」
の
ご
理
解
と
御
協
力
、 

そ
し
て
「
工
夫
」
の
も
と
実
施 

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
だ
け
で
は 

な
く
、
ホ
テ
ル
と
レ
ス
ト
ラ
ン 

の
成
り
立
ち
や
施
設
内
の
見
学
、 

シ
ー
ツ
交
換
体
験
、
テ
ー
ブ
ル 

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
体
験
等
、
実
に 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
中 

味
の
濃
い
、
充
実
し
た
講
座
と 

な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
と
、 

職
業
、
立
場
の
異
な
る
皆
さ
ん 

と
の
食
事
の
機
会
が
多
く
な
り 

ま
す
。
相
手
に
不
快
な
思
い
を 

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
美
味 

し
く
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
し 

て
、
そ
の
場
を
明
る
く
、
楽
し 

い
も
の
に
す
る
た
め
に
も
「
テ 

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
」
は
必
須
で
す
。 

 

幸
い
に
も
、
皆
さ
ん
は
テ
ー 

ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
体
験
や
、 

厨
房
の
見
学
、
料
理
の
成
り
立 

ち
や
料
理
人
の
創
意
工
夫
と
技 

術
、
料
理
に
込
め
ら
れ
た
思
い 

等
々
多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。 

そ
れ
こ
そ
、
人
生
を
か
け
た
、 

プ
ロ
の
お
仕
事
を
目
の
当
た
り 

に
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
、
目
の 

前
に
運
ば
れ
て
く
る
「
料
理
」 

に
様
々
な
想
像
を
巡
ら
せ
る
と 

思
い
ま
す
。
接
客
や
、
店
の
環 

境
、
食
器
や
ナ
イ
フ
・
フ
オ
ー 

ク
に
至
る
ま
で
、
興
味
・
関
心 

の
対
象
と
な
り
、
全
て
が
織
り 

な
す
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
よ
り 

豊
か
な
味
わ
い
が
得
ら
れ
る
と
。 

 

十
一
月
四
日
、
毎
年
恒
例
の

「
防
災
避
難
訓
練
」
を
実
施
し
、

さ
ら
に
教
頭
指
導
に
よ
る
消
火
訓

練
も
実
施
し
ま
し
た
。 

 
こ
の
訓
練
は
生
徒
だ
け
で
は
な

く
、
教
職
員
に
と
っ
て
も
大
事
な

訓
練
で
す
。
災
害
発
生
時
に
お
け

る
、
報
告
・
連
絡
体
制
、
初
期
対

応
（
初
期
消
火
）
、
生
徒
の
避
難

誘
導
等
々
多
く
の
訓
練
を
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
、
冷
静
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

ま
で
毎
年
、
生
徒
と
し
て
の
訓
練

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
大
学
や
就
職
先
で
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

に
必
要
な
訓
練
を
し
ま
す
。
訓
練

は
何
度
で
も
し
ま
す
。
何
度
や
っ

て
も
十
分
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
ら
の
立
場
、
置
か
れ
た

環
境
、
そ
し
て
社
会
は
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
変
化
に
対
応
し
た
訓

練
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

訓
練
に
対
し
、
ど
う
い
う
姿

勢
、
心
構
え
で
臨
む
か
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
こ
と
が
違
い
ま
す
。
得

ら
れ
る
こ
と
の
違
い
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
「
生
死
の
分
か
れ
目
」

に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
訓
練
」
も
ま
た
、
大
事
な
「
学

び
の
場
」
で
す
。
何
事
に
お
い
て

も
「
学
び
に
む
か
う
姿
勢
」
が
肝

要
で
す
ね
。 


